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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　防波堤や沿岸構造物に設置されて波浪を砕波する消波ブロックにおいて、多角柱からな
るブロック本体と、
　前記ブロック本体を構成するそれぞれの垂直面にそれぞれ突出形成され、前記ブロック
本体の中央に行くほど突出幅が大きくなる複数のエンタシス形状突起と、および、
　前記エンタシス形状突起のそれぞれに対して突出した方向に沿って延長形成され、前記
ブロック本体を中心に放射状の脚をなし、他の消波ブロックの脚とインターロッキングさ
れる複数の放射脚と、
　前記放射脚の端部にくさび形でそれぞれ突出形成され、前記エンタシス形状突起と同じ
方向の傾斜で突出するウェッジ部と、を含み、
　前記ブロック本体は、正多角形の柱で形成され、前記正多角形をなす一辺の長さは、前
記放射脚の幅および高さと同一であり、
　前記放射脚の長さは、前記ブロック本体の前記正多角形をなす一辺の長さおよび前記エ
ンタシス形状突起の突出長さの和よりも短く形成される、ことを特徴とする、消波ブロッ
ク。
【請求項２】
　前記エンタシス形状突起は、
　前記ブロック本体の中央から最大幅で突出され、前記放射脚の延長部をなす脚延長部と
、および、
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　前記脚延長部の両端部と前記ブロック本体の両端部をそれぞれ平面や曲面の傾斜で連結
するハンチ部と、を含むことを特徴とする、請求項１に記載の消波ブロック。
【請求項３】
　前記消波ブロックは、
　前記エンタシス形状突起のうち互いに隣接するエンタシス形状突起の前記脚延長部を連
結する形態で突出形成され、前記放射脚の前記エンタシス形状突起側の端部を傾斜面の形
態で連結し、前記ブロック本体の断面積を円周方向に拡張させる脚ハンチ部と、をさらに
含むことを特徴とする、請求項２に記載の消波ブロック。
【請求項４】
　前記消波ブロックは、
　前記脚ハンチ部の両端部を、前記ブロック本体の両端部とそれぞれの平面や曲面の傾斜
で連結し、前記脚ハンチ部とともに前記エンタシス形状突起の形態の断面をなす追加ハン
チ部と、をさらに含むことを特徴とする、請求項３に記載の消波ブロック。
【請求項５】
　前記エンタシス形状突起の最大突出長さは、
　前記ブロック本体の前記正多角形をなす一辺の長さよりも短く形成されることを特徴と
する、請求項１に記載の消波ブロック。
【請求項６】
　防波堤や沿岸構造物に設置されて波浪を砕波する消波ブロックにおいて、多角柱からな
るブロック本体と、
　前記ブロック本体を構成するそれぞれの垂直面にそれぞれ突出形成され、前記ブロック
本体の中央に行くほど突出幅が大きくなる複数のエンタシス形状突起と、および、
　前記エンタシス形状突起のそれぞれに対して突出した方向に沿って延長形成され、前記
ブロック本体を中心に放射状の脚をなし、他の消波ブロックの脚とインターロッキングさ
れる複数の放射脚と、
　前記放射脚の端部にくさび形でそれぞれ突出形成され、前記エンタシス形状突起と同じ
方向の傾斜で突出するウェッジ部と、を含み、
　前記エンタシス形状突起は、前記ブロック本体の中央から最大幅で突出され、前記放射
脚の延長部をなす脚延長部と、および、前記脚延長部の両端部と前記ブロック本体の上端
部および下端部をそれぞれ平面や曲面の傾斜で連結するハンチ部と、を含む、ことを特徴
とする消波ブロック。
【請求項７】
　前記ブロック本体は、正多角形の柱で形成され、
　前記正多角形をなす一辺の長さは、前記放射脚の幅および高さと同一であることを特徴
とする、請求項６に記載の消波ブロック。
【請求項８】
　前記放射脚の長さは、
　前記ブロック本体の前記正多角形をなす一辺の長さおよび前記エンタシス形状突起の突
出長さの和よりも短く形成されることを特徴とする、請求項７に記載の消波ブロック。
【請求項９】
　前記エンタシス形状突起の最大突出長さは、
　前記ブロック本体の前記正多角形をなす一辺の長さよりも短く形成されることを特徴と
する、請求項７に記載の消波ブロック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消波ブロックに関し、より詳細には、外海から海岸に入射する波浪から沿岸
を保護する防波堤に設置されて入射波浪の波高および防波堤から発生する反射波を低減さ
せる高波浪対応型消波ブロックに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一般的に、消波ブロックは防波堤、護岸など港湾構造物に設置されて海上で大波浪の来
襲時に波浪を砕波して、波の勢力を減少させ、かつ、設置された消波ブロックの間の空隙
に波浪を透過して構造物にぶつかって反射される波および波のはい上がりを少なくするこ
とで防波堤、護岸など港湾構造物の破損防止と内海側に波が越えることを防ぐ機能がある
。
【０００３】
　このような通常の消波ブロックは、設置された消波ブロックの間の空隙が多く確保され
てこそ一時に大量の波浪を減衰させるのに有利なので、大部分設置が容易でありながら空
隙が多いように多数の柱または脚を有する様々な形態で製作して設置することにより、多
数の柱や脚によって波浪を砕波しながら、他の消波ブロックとの空隙の中で、波浪が再び
放射されないように弱化させる。
【０００４】
　したがって、可能な消波ブロックの表面に波浪の接触面が多くあってこそ波浪が接する
面積が多くなり、抵抗を受けて細かく砕かれ、波の勢いを急激に弱化させて反射波および
波のはい上がりと波越えを防ぐなどの消波効果が大きくなる。
【０００５】
　しかし、従来の消波ブロックは正方形の角形状を突出する円柱で構成され、柱の表面が
円形断面を有するため、表面にぶつかった波浪があまり抵抗を受けずに跳ね上がったり、
柱の正面から少しだけ横にはずれてそのまま滑って出ていくことによって波浪がスムーズ
に粉砕されない問題がある。
また、従来の消波ブロックは、最近の急激な気候変化により頻繁に発生する１０ｍ以上の
高波浪に対応しにくく、このような高波浪の衝撃によって柱の一部が折れたり、構造物自
体が破損する問題がある。
【０００６】
　一方、先行技術の消波ブロックとして特許文献１に提案された消波ブロックがある。
先行技術の消波ブロックは、図１に示すように、中心体１１０と、複数が中心体から放射
状に延長形成され、中心体と一体をなす第１連結部１２０と、第１連結部の端部に形成さ
れる第１ブロック１３５と、中心体から上下、左右、前後に延長形成されて中心体と一体
をなす第２連結部１４０と、第２連結部の端部に形成される第２ブロック１５５とから構
成される。
【０００７】
　ところで、先行技術の消波ブロックは、中心体から延長された連結部１２０、１４０お
よびブロック１３５、１５５が略六面体をなすため、他の消波ブロックと自然に結束する
ことができず、他の締結部材を介して連結しなければならないという限界点がある。
【０００８】
　また一方で、他の先行技術として特許文献２に提案された多角形消波ブロックがある。
【０００９】
　先行技術は、連結柱と、連結柱の両側に３方向の下部支持脚が構成されて全体的に六角
をなす構成である。
【００１０】
　このような先行技術は、脚が円柱状に形成されて波浪を粉砕するには不足であり、それ
ぞれの脚に突起部が形成されて製作が面倒な問題がある。
【００１１】
　また、先行技術の消波ブロックは、それぞれの脚の連結部分が補強される構成が欠如し
ていて、脚が破損に対して脆弱な問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】大韓民国登録特許第１０－１３９９８１２号公報
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【特許文献２】大韓民国登録特許第１０－１２１４４６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、前記のような従来技術の問題点を改善するために創出され、その目的は、ブ
ロック本体の外周面に沿ってエンタシス形状構造で突出するエンタシス形状突起部のそれ
ぞれに脚を放射状に延長形成することにより、安定性が改善され、高入射波浪の対応に適
合するとともに、消波ブロック間や周辺の海岸構造物との結束力が向上され、結束された
消波ブロックとの空隙を形成することができる消波ブロックを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記のような目的を達成するための本発明に係る消波ブロックは、防波堤や沿岸構造物
に設置されて波浪を砕波する消波ブロックにおいて、多角柱からなるブロック本体と、前
記ブロック本体を構成するそれぞれの垂直面にそれぞれ突出形成され、前記ブロック本体
の中央に行くほど突出幅が大きくなる複数のエンタシス形状突起と、および前記エンタシ
ス形状突起のそれぞれに対して突出した方向に沿って延長形成されて前記ブロック本体を
中心に放射状の脚をなし、他の消波ブロックの脚とインターロッキングされる複数の放射
脚とを含んで構成することができる。
【００１５】
　例えば、前記エンタシス形状突起は、前記ブロック本体の中央から最大幅で突出され、
前記放射脚の延長部をなす脚延長部と、および前記脚延長部の両端部と前記ブロック本体
の両端部をそれぞれ平面や曲面の傾斜で連結するハンチ部とを含んで構成することができ
る。
【００１６】
　また、本発明は、前記エンタシス形状突起のうち互いに隣接するエンタシス形状突起の
前記脚延長部を連結する形で突出形成され、前記放射脚の前記エンタシス形状突起側の端
部を傾斜面の形態で連結し、前記ブロック本体の断面積を円周方向に拡張させる脚ハンチ
部とをさらに含んで構成することができる。
【００１７】
　さらに、本発明は、前記脚ハンチ部の両端部を、前記ブロック本体の両端部とそれぞれ
平面や曲面の傾斜で連結し、前記脚ハンチ部とともに前記エンタシス形状突起形態の断面
をなす追加ハンチ部とをさらに含んで構成することができる。
【００１８】
　そして、本発明は、前記放射脚の端部にくさび形で、それぞれ突出形成され、前記エン
タシス形状突起と同じ方向の傾斜で突出するウェッジ部とをさらに含んで構成することが
できる。
【００１９】
　また、前記ブロック本体は、正多角形の柱で形成され、前記正多角形をなす一辺の長さ
は、前記放射脚の幅および高さと同一に形成することができる。
【００２０】
　また、前記放射脚の長さは、前記ブロック本体の前記正多角形をなす一辺の長さおよび
前記エンタシス形状突起の突出長さの和よりも短く形成することができる。
【００２１】
　また、前記エンタシス形状突起の最大突出長さは、前記ブロック本体の前記正多角形を
なす一辺の長さよりも短く形成することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る消波ブロックによれば、多角柱をなすブロック本体のそれぞれの垂直面に
エンタシス形状突起が突出形成され、それぞれのエンタシス形状突起に放射脚が延長形成
されることにより放射脚の連結部位がエンタシス形状突起によって補強されるため、剛性
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が向上し、高入射波浪にも容易に破損されず、放射脚が破損される場合にも、エンタシス
形状突起が突出した状態で残存するので、構造的な安定性を維持することができる。
【００２３】
　具体的には、本発明は、エンタシス形状突起の最大突出部をなす脚延長部にそれぞれの
放射脚が延長形成され、脚延長部の両端部に傾斜面をなすハンチ部が形成されることによ
って放射脚が直角ではなく、傾斜状に連結されるため、断面積が拡張され、放射脚に加わ
る力とモーメントに対する抵抗力が向上されうる。
【００２４】
　また、本発明は、放射脚の端部にウェッジ部が形成されて周辺の他の消波ブロックとの
空間に容易に食い込むことができるため、消波ブロックと容易にインターロッキングされ
強固に結束することができる。
【００２５】
　また、本発明は、ブロック本体が正多角形の柱で構成されることにより放射脚がブロッ
ク本体の垂直面の数量に応じて、それぞれ対応しながら形成されるので現場の状況に応じ
て放射脚の数量を異なるように製作することができる。
【００２６】
　また、本発明は、放射脚の幅および高さがブロック本体の一辺の長さと同一に形成され
るので、設計および製作が容易である。
【００２７】
　また、本発明は、放射脚の長さがブロック本体およびエンタシス形状突起の突出長さの
和よりも短く形成されることによって放射脚が容易に破損されず、放射脚がすべて切断さ
れた場合でも、ブロック本体およびエンタシス形状突起の重量を通じて安定性を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】先行技術による消波ブロックを示す斜視図である。
【図２】本発明による消波ブロックを示す斜視図である。
【図３】図２に示された放射脚を切開した状態を示す切開斜視図である。
【図４】本発明による消波ブロックを示す縦断面図である。
【図５】本発明のエンタシス形状突起に脚ハンチ部が追加された状態を示す斜視図である
。
【図６】図５に示された脚ハンチ部の両端部に追加ハンチ部が追加された状態を示す斜視
図である。
【図７】本発明の他の実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下で添付図面を参照して、本発明の実施形態について、さらに詳細に説明する。本発
明を説明するにあたって、関連する公知の汎用的な機能または構成に関する詳細な説明は
省略する。
【００３０】
　本発明の概念による実施形態は、様々な変更を加えることができ、様々な形態を有する
ことができるため、特定の実施形態を図面に例示し、本明細書または出願に詳細に説明す
る。しかしながら、これは本発明の概念による実施形態を特定の開示形態について限定し
ようとするものではなく、本発明の思想および技術範囲に含まれるすべての変更、均等物
ないし代替物を含むものと理解されるべきである。
【００３１】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」いる、「接続されて」いると言及された
ときは、その他の構成要素に直接連結または接続されていることもあるが、中間に他の構
成要素が存在することもあると理解されるべきある。一方、ある構成要素が他の構成要素
に「直接連結されて」いる、「直接接続されて」いると言及されたときは、中間に他の構
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成要素が存在しないと理解されるべきである。構成要素間の関係を説明する他の表現、つ
まり「～の間に」と「すぐ～の間に」または「～に隣接する」と「～に直接隣接する」な
ども同様に解釈されるべきである。
【００３２】
　本明細書で使用される用語は、単に特定の実施形態を説明するために使用されたもので
あり、本発明を限定しようとする意図ではない。単数の表現は、文脈上明らかに異なる意
味でない限り、複数の表現を含む。本明細書で、「含む」または「有する」などの用語は
、説示された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部分品またはこれらを組み合わせたも
のが存在することを指定しようとするのであって、一つまたはそれ以上の他の特徴や数字
、段階、動作、構成要素、部分品またはこれらを組み合わせたものの存在または付加可能
性を予め排除しないものと理解されるべきである。
【００３３】
　本発明に係る消波ブロックは、他の消波ブロックとインターロッキングされて防波堤の
外海側に設置されて海岸に入射する波浪を破砕して低減させるものであり、図２に示され
たように、ブロック本体１００、複数のエンタシス形状突起２００および複数の放射脚３
００を含んで構成することができる。
【００３４】
　ブロック本体１００は、消波ブロックの中心をなす部分である。
【００３５】
　このようなブロック本体１００は、コンクリート構造物からなり多角の柱により形成さ
れて重量を提供する。
【００３６】
　ここで、ブロック本体１００は、図３および図４に示すように、正方形の柱、すなわち
直方体状に形成されて周囲に沿って４つの垂直面を提供することができ、図７に示すよう
に、正六角形の柱に形成されて周囲に沿って６つの垂直面を提供することができる。
【００３７】
　もちろん、ブロック本体１００は、図示されたものと異なり、三角柱や五角柱または六
角以上の柱により構成されてもよい。
【００３８】
　エンタシス形状突起２００は、ブロック本体１００の周囲に沿って突出形成され、後述
される放射脚３００の延長部位を提供し、ブロック本体１００と放射脚３００の連結部位
を補強する構成要素である。
【００３９】
　このようなエンタシス形状突起２００は、ブロック本体１００を構成する垂直面のそれ
ぞれにエンタシス形状構造をなして突出形成される。
つまり、エンタシス形状突起２００は、ブロック本体１００を構成する垂直面に長さ方向
に沿って突出形成され、ブロック本体１００の中央部に行くほど突出幅が大きくなる構造
を有する。
【００４０】
　したがって、エンタシス形状突起２００は、放射脚３００の連結部位を補強する機能を
するとともに、放射脚３００が破損された場合でも、ブロック本体１００の周囲に沿って
突出した状態で残りながら安定性を維持する。
【００４１】
　より具体的には、エンタシス形状突起２００は、図３に示すように、脚延長部２１０お
よびハンチ部２２０を含んで構成することができる。
脚延長部２１０は、ブロック本体１００のそれぞれの垂直面中央部に最大突出長さをなし
て、後述される放射脚３００の延長部位を提供する。
【００４２】
　ここで、脚延長部２１０によるエンタシス形状突起２００の突出長さ（Ｌ３）は、図４
に示されたように、ブロック本体１００の正多角をなす一辺の長さ（Ｌ２）より短く突出
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されてもよい。
【００４３】
　ハンチ部２２０は、脚延長部２１０の両端部、すなわち、図面上の上端部および下端部
とブロック本体１００の上端部および下端部をそれぞれ傾斜により連結する形で突出され
る。
【００４４】
　このようなハンチ部２２０は、図３および図４に示すように、平面の傾斜面をなして形
成することができ、図示されたものと異なり、凸曲面または凹曲面をなして脚延長部２１
０の両端部に形成することもできる。
【００４５】
　放射脚３００は、前述したエンタシス形状突起２００のそれぞれに延長形成されてブロ
ック本体１００を中心に放射状の脚をなして、他の消波ブロックの脚とインターロッキン
グされて結束力を提供する構成要素である。
【００４６】
　このような放射脚３００は、図３に示すように、エンタシス形状突起２００を構成する
脚延長部２１０に突出方向に沿って突出する。
【００４７】
　ここで、放射脚３００は、図７に示すように、ブロック本体１００が六角柱により形成
された場合には、６つの垂直面にそれぞれ延長され、６つの数量をなす。
【００４８】
　一方、放射脚３００は、図３に示すように、ブロック本体１００の正多角形をなす一辺
の長さと同じ幅および高さを有する直方体状をなして延長形成することができる。
【００４９】
　また、放射脚３００の長さ（Ｌ１）は、図４に示すように、ブロック本体１００の正多
角形をなす一辺の長さ（Ｌ２）およびエンタシス形状突起２００の突出長さ（Ｌ３）の和
よりも短く形成することができる。
【００５０】
　これにより、放射脚３００は、ブロック本体１００との連結部位がエンタシス形状突起
２００によって補強された形態で延長形成されるため、剛性が補強され、高入射波浪によ
っても容易に破損されない。
【００５１】
　また、放射脚３００が破損される場合にも、ブロック本体１００およびエンタシス形状
突起２００が残りながら重量を提供するため、安定性を維持することができ、エンタシス
形状突起２００が突出した状態で残ることにより、他の消波ブロックとの結束力も維持さ
せることができる。
【００５２】
　一方、放射脚３００は、図示されたものと異なり、円柱形や六角柱または八角柱の形態
で延長形成することもできる。
【００５３】
　また、放射脚３００は、図３および図４に示すように、端部にくさび形をなすウェッジ
部３５０が形成されてもよい。
【００５４】
　ウェッジ部３５０は、図示したように、前述したエンタシス形状突起２００のハンチ部
２２０の傾斜方向と同じ方向の傾斜をなして放射脚３００の末端部に形成される。
【００５５】
　これにより、放射脚３００は、ウェッジ部３５０を介して他の消波ブロックとの空間に
容易に食い込んでインターロッキングされて結束することができる。
【００５６】
　また、本発明の消波ブロックは、図５に示すように、脚ハンチ部４００をさらに含んで
構成することができる。
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【００５７】
　脚ハンチ部４００は、前述したエンタシス形状突起２００のうち、互いに隣接するエン
タシス形状突起２００の脚延長部２１０を連結する形態で突出形成される。
【００５８】
　すなわち、脚ハンチ部４００は、隣接する放射脚３００のエンタシス形状突起２００側
の端部を傾斜面の形態で連結し、ブロック本体１００の断面積を円周方向に拡張させるこ
とで放射脚３００の連結部位を補強する。
【００５９】
　これにより、放射脚３００は、ブロック本体１００との連結部位が縦方向にハンチ部２
２０によって補強されるとともに、横方向に脚ハンチ部４００によって補強されるため、
入射波浪に対する構造安定性がさらに大きくなりうる。
【００６０】
　また、本発明の消波ブロックは、図６に示すように、追加ハンチ部４５０をさらに含ん
で構成することができる。
【００６１】
　追加ハンチ部４５０は、前述した脚ハンチ部４００とともにエンタシス形状突起２００
構造の断面を形成するものであり、脚ハンチ部４００の両端部、すなわち上端部および下
端部にブロック本体１００の上端部、下端部をそれぞれ傾斜面の形態で連結するように突
出形成される。
【００６２】
　すなわち、追加ハンチ部４５０は、脚ハンチ部４００とともに、互いに隣接するエンタ
シス形状突起２００の間に突出形成されて放射脚３００の連結部位を補強する。
【００６３】
　前記のような構成要素を含む本発明の消波ブロックは、入射波浪を砕波し、波の力を減
少させることができるように防波堤や沿岸構造物の長さ方向に沿って設置される。
【００６４】
　このとき、本発明の消波ブロックは、放射脚３００の端部に形成されたウェッジ３５０
を介して他の消波ブロックの空間に食い込んでインターロッキングされて結束された状態
で設置される。
【００６５】
　また、本発明の消波ブロックは、多角からなるエンタシス形状突起２００の表面や放射
脚３００の表面により入射波浪と接触して波浪を砕波し、他の消波ブロックとの空隙によ
り波浪の反射波を砕波する。
【００６６】
　このとき、放射脚２００は、連結部位がエンタシス形状突起２００のハンチ部２２０に
よって補強されることにより波浪によって破損されることなく結束力を維持しながら、波
浪を砕波する。
【００６７】
　以上のように、本発明に係る消波ブロックは、多角柱をなすブロック本体１００のそれ
ぞれの垂直面にエンタシス形状突起２００が突出形成され、それぞれのエンタシス形状突
起２００に放射脚３００が延長形成されることにより放射脚３００の連結部位がエンタシ
ス形状突起２００によって補強されるため、強度が向上され、高入射波浪にも容易に破損
されず、放射脚３００が破損される場合でも、エンタシス形状突起２００が突出した状態
でブロック本体１００に残存するので、構造的な安定性を維持することができる。
【００６８】
　以上で、本発明の具体的な実施形態を説明したが、これらはただ説明の目的のためのも
のであり、本発明の保護範囲を制限しようとするものではない。本発明の技術的思想を逸
脱しない範囲内で様々な置換、変形および変更が可能であることは、本発明が属する技術
分野の通常の知識を有する者に自明なことである。
【産業上の利用可能性】
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【００６９】
　本発明の消波ブロックは放射脚の連結部位がエンタシス形状突起によって補強されて剛
性および安定性が向上されるため、防波堤や護岸構造物またはこれと類似の分野に適用さ
れて使用することができる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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